
「
兵
庫
消
防
」地
区
通
信
員
に
つ
い
て

〜
広
報
紙「
兵
庫
消
防
」の
充
実
に
向
け
て
〜

兵
庫
県
消
防
協
会
事
務
局

兵
庫
県
防
災
関
係
幹
部
紹
介

令
和
五
年
度
兵
庫
県
消
防
協
会
役
員
一
覧

（
令
和
五
年
四
月
一
日
）

防

災

監

副

防

災

監

危

機

管

理

部

次

長

危

機

管

理

部

次

長

総

務

課

長

防

災

支

援

課

長

広

域

防

災

官

災

害

対

策

課

長

訓

練

・

調

整

官

消

防

保

安

課

長

広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
長

兼

消

防

学

校

長

広

域

防

災

セ

ン

タ

ー

総

務

部

長

遠
藤
　
英
二

池
田
　
頼
昭

城
下
　
隆
広

小
野
山
　
正

多
田
　
敦
生

奥
見
　
啓
五

陰
山
　
暁
介

藤
本
　
剛
司

月
輪
　
敏
郎

中
道
　
一
義

河
本
　
　
要

栗
原
　
利
典

令
和
五
年
三
月
三
一
日
（
金
）

県
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

て
、
県
内
各
消
防
本
部
か
ら
派
遣

さ
れ
た
職
員
の
派
遣
期
間
終
了
の

辞
令
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。派

遣
期
間
終
了
の
辞
令
と
併
せ

て
、
知
事
よ
り
派
遣
期
間
中
の
功

績
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、

ま
た
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
派

遣
さ
れ
て
い
た
職
員
へ
は
、
県
消

防
協
会
長
か
ら
の
、
消
防
団
員
の

教
育
訓
練
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

こ
と
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
ま
し
て
令
和
五
年
四

月
三
日
（
月
）
、
同
じ
く
県
災
害

対
策
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
、
県

内
各
消
防
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た

職
員
の
着
任
辞
令
交
付
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

派
遣
期
間
を
終
了
さ
れ
た
皆
様

に
は
、
そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

を
活
か
し
、
県
消
防
防
災
の
強
化

に
尽
く
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
心

か
ら
の
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、

今
後
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
着
任
さ
れ
た
皆
様
、
県

民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
そ

し
て
消
防
防
災
力
強
化
の
た
め
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
解
任
と
着
任
は
次
の

と
お
り
。

◎
解
任

【
兵
庫
県
消
防
保
安
課
】

北
川
　
貴
之

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

貝
川
　
　
学

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

松
山
　
智
彦

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

岡
田
　
憲
明

 

（
淡
路
広
域
消
防
事
務

　
　
　
組
合
消
防
本
部
）

村
木
　
照
幸

 

（
西
は
り
ま
消
防
本
部
）

田
中
　
勝
純

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

田
中
　
　
良

 

（
宝
塚
市
消
防
本
部
）

県
消
防
課
・

県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
・

県
消
防
防
災
航
空
隊

派
遣
期
間
終
了
と
着
任

（
公
財
）
兵
庫
県
消
防
協
会

当
協
会
よ
り
、
年
に
四
回
発
行

し
て
い
る
広
報
紙
「
兵
庫
消
防
」

に
つ
い
て
、
今
年
度
も
県
・
消
防

協
会
及
び
各
支
部
の
事
業
や
そ
の

他
最
新
の
消
防
事
情
等
を
掲
載
し

て
、
中
身
の
濃
い
充
実
し
た
広
報

紙
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
愛
顧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

今
年
度
の
地
区
通
信
員
の
皆
さ

ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（

敬
称
略
）

神
戸
地
区

　
神
戸
市
消
防
局

 

亀
田
　
廉
行

阪
神
地
区

　
猪
名
川
町
消
防
本
部

 

武
藤
　
朋
史

東
播
磨
地
区

　
高
砂
市
消
防
局

 

三
村
　
洋
平

中
播
磨
地
区

　
姫
路
市
消
防
局

 

田
中
総
一
郎

北
播
磨
地
区

　
北
は
り
ま
消
防
組
合

 

小
林
　
大
輔

猪
名
川
町
消
防
団

　
団
長 

前
岡
　
隆
顕

高
砂
市
消
防
団

　
団
長 

三
好
　
啓
一

加
東
市
消
防
団

　
団
長 

井
上
　
正
義

姫
路
市
姫
路
東
消
防
団

　
団
長 

坂
本
　
信
嘉

宍
粟
市
消
防
団

　
団
長 

安
原
　
勝
則

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

　
団
長 

椿
野
　
仁
司

丹
波
篠
山
市
消
防
団

　
団
長 

田
中
　
一
裕

洲
本
市
消
防
団

　
団
長 

岡
澤
　
伸
祐

常
務
理
事

兵
庫
県
消
防
保
安
課

　
課
長 

中
道
　
一
義

西
播
磨
地
区

　
宍
粟
市

 

長
谷
川
将
知

但
馬
地
区

　
豊
岡
市

 

藤
原
　
孝
行

丹
波
地
区

　
丹
波
篠
山
市

 

糸
川
　
幸
文

淡
路
地
区

　
洲
本
市

 

平
岡
　
　
哲

葛
島
　
崇
繕

 

（
赤
穂
市
消
防
本
部
）

桐
山
　
享
之

 

（
三
田
市
消
防
本
部
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

宮
本
　
卓
弥

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

吉
田
　
光
宏

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

坂
本
　
政
法

 

（
北
は
り
ま
消
防
本
部
）

髙
橋
　
龍
太

 
（
丹
波
篠
山
市
消
防
本
部
）

石
古
　
拓
也

 
（
小
野
市
消
防
本
部
）

◎
着
任

【
兵
庫
県
消
防
保
安
課
】

岡
本
　
　
隆

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

【
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
】

京
本
　
俊
彦

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

佐
古
　
知
春

 

（
尼
崎
市
消
防
局
）

桐
山
　
享
之

 

（
三
田
市
消
防
本
部
）

巖
　
　
朋
憲

（
宝
塚
市
消
防
本
部
）

岩
木
　
　
翔

 

（
淡
路
広
域
消
防
事
務

　
　
　
組
合
消
防
本
部
）

立
花
　
雄
亮

 

（
姫
路
市
消
防
局
）

阪
本
　
順
哉

 

（
加
古
川
市
消
防
本
部
）

藤
井
　
　
徹

 

（
丹
波
篠
山
市
消
防
本
部
）

竹
村
　
健
志

 

（
伊
丹
市
消
防
局
）

【
兵
庫
県
消
防
防
災
航
空
隊
】

下
原
　
壽
宏

 

（
神
戸
市
消
防
局
）

福
田
　
大
輔

 

（
南
但
消
防
本
部
）

羽
田
　
匡
弘

 

（
三
木
市
消
防
本
部
）

山
中
龍
一
郎

 

（
三
田
市
消
防
本
部
）

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

総
裁兵

庫
県
知
事 

齋
藤
　
元
彦

副
総
裁

兵
庫
県
副
知
事 

服
部
　
洋
平

兵
庫
県
防
災
監
兼
危
機
管
理
部
長

 

遠
藤
　
英
二

名
誉
会
長

元
伊
丹
市

　
消
防
団
長 

岸
谷
　
義
雄

会
長川

西
市
消
防
団

　
団
長 

安
満
　
真
哉

副
会
長

神
戸
市
北
消
防
団

　
団
長 

採
田
　
芳
博

今
年
度
の
当
協
会
の
役
員
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

令
和
五
年
度
定
時
評
議
委
員
会

及
び
令
和
五
年
度
第
二
回
理
事
会

に
つ
い
て
は
、
五
月
三
一
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
川
西
市
消

防
団
安
満
団
長
が
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
猪
名
川
町
消
防
団
前
岡

団
長
、
高
砂
市
消
防
団
三
好
団
長
、

宍
粟
市
消
防
団
安
原
団
長
、
丹
波

篠
山
市
消
防
団
田
中
団
長
、
洲
本

市
消
防
団
岡
澤
団
長
の
副
会
長
就

任
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
引
き
続
き
兵
庫
県
消
防

協
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

（1） （７月・９月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防
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令
和
五
年
四
月
五
日
（
水
）
、

兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て

第
八
八
期
初
任
教
育
入
校
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
入
校

式
は
、
四
年
ぶ
り
に
各
消
防
長
及

び
関
係
者
の
方
々
の
参
列
を
仰
ぎ
、

決
意
も
新
た
に
消
防
士
と
し
て
の

第
一
歩
を
踏
み
出
す
入
校
式
と
な

り
ま
し
た
。

消
防
士
と
し
て
採
用
さ
れ
た
新

規
職
員
は
、
六
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
全

寮
制
の
も
と
、
消
防
士
と
し
て
必

要
な
体
力
・
気
力
・
知
識
・
技
術

令和5年度　第88期　初任教育入校式挙行!!
136名が消防士として訓練の第一歩を踏み出す！

（公財）兵庫県消防協会

を
習
得
す
る
た
め
、
厳
し
い
訓
練

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

入
校
式
後
に
は
早
速
、
体
力
測

定
が
実
施
さ
れ
、
教
育
生
達
は
精

一
杯
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
六
ヶ
月
間
の
厳
し
い

訓
練
で
、
頼
も
し
い
教
官
方
に
導

い
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
同
期
の

皆
さ
ん
と
共
に
乗
り
越
え
、
知

識
・
技
術
を
習
得
し
、
逞
し
い
体

力
と
精
神
力
を
兼
ね
備
え
た
「
消

防
士
」
と
し
て
九
月
の
卒
業
式
を

迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

教育生宣誓

学校長式辞

来賓祝辞緊張の面持ちで祝辞を聞く初任教育生 国歌斉唱

（2）（７月・９月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 698 号 令和５年７月15日
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会
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

突撃取材

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
五
年
度
兵
庫
県
女
性
消
防
団
員
技
術
研
修
会
　
開
催
！

令
和
五
年
七
月
二
日
（
日
）
、

今
年
度
の
女
性
消
防
団
員
技
術
研

修
会
を
、
兵
庫
県
広
域
防
災
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
消
防
学
校
の
講
堂
に

お
い
て
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
三
田
市

消
防
団
の
樽
口
知
加
部
長
に
よ
る

救
急
に
関
す
る
活
動
事
例
発
表
と
、

三
木
市
消
防
本
部
救
急
救
助
課
と

応
急
手
当
普
及
員
の
会
「
い
っ

ぽ
」
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、

「
救
急
救
命
に
関
す
る
講
座
・
実

技
講
習
」
の
二
つ
を
実
施
し
ま
し

た
。三

田
市
消
防
団
の
樽
口
部
長
の

活
動
事
例
発
表
で
は
、
女
性
消
防

団
員
（
三
田
フ
ァ
イ
ヤ
ー
レ

デ
ィ
ー
ス
）
の
地
域
で
の
活
動
内

容
の
紹
介
に
加
え
、
樽
口
部
長
の

身
に
起
こ
っ
た
実
際
の
体
験
談
を

も
と
に
、
救
急
救
命
を
学
ぶ
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

三
木
市
消
防
本
部
と
応
急
手
当

普
及
員
の
皆
さ
ま
に
よ
る
『
救
急

救
命
に
関
す
る
講
座
・
実
技
講

習
』
で
は
、
ま
ず
初
め
に
ビ
デ
オ

を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生

の
基
礎
知
識
や
救
急
救
命
の
重
要

性
に
触
れ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
分
か
れ
て
実
技
講
習
を
行
い
、

心
肺
蘇
生
法
や
A
E
D
の
使
用
方

法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

な
内
容
に
な
る
の
で
、
す
で
に
講

習
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
女
性
消

防
団
員
の
方
も
多
か
っ
た
と
は
思

い
ま
す
が
、
改
め
て
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
講
座
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
へ
ご
参
加
く
だ

三木市消防本部の方による講義

事務局長（消防保安課長）挨拶三田市消防団の樽口部長による事例発表

グループごとの実技講習

さ
っ
た
女
性
消
防
団
員
の
皆
さ
ま

が
、
学
ん
だ
内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
の

所
属
消
防
団
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
活
動
に

活
か
し
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
研
修

会
当
日
は
三
田
市
消
防
団
、
三
木

市
消
防
本
部
、
応
急
手
当
普
及
員

の
会
「
い
っ
ぽ
」
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
が
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
研
修

（3） （７月・９月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 698 号 令和５年７月15日
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公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
消
防
協
会

令
和
四
年
度
　
第
七
五
回

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

第75回日本消防協会定例表彰式

令
和
五
年
三
月
三
日
（
金
）
、

ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
（
東
京
都
港

区
東
新
橋
）
に
お
い
て
、
第
七
五

回
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

フェニックス共済のご案内

ス
感
染
症
対
策
の
た
め
人
数
を
制

限
し
て
の
挙
行
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
来
賓
は
、
尾
身
朝
子
総
務

副
大
臣
、
前
田
一
浩
消
防
庁
長
官
、

全
国
消
防
長
会
清
水
洋
文
会
長
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

◆
こ
の
度
の
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
に
つ
い
て
の
受
章
者
（
団
）

数
に
つ
い
て

・
特
別
表
彰
「
ま
と
い
」

 

一
〇
団

・
特
別
功
労
章
 

一
〇
名

・
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

 

三
五
団

・
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

 

八
七
団

・
功
績
章
 

九
一
一
名

・
精
績
章
 

二
，
一
九
一
名

・
勤
続
章
 

九
，
二
三
七
名

・
優
良
婦
人
消
防
隊
（
表
彰
旗
）

 

六
隊

・
優
良
婦
人
消
防
隊
員

　
（
功
績
章
）
 

九
名

・
永
年
勤
続
職
員
表
彰
 
一
〇
名

◆
兵
庫
県
消
防
協
会
会
員
の
受
章

者
（
団
）
数

・
優
良
消
防
団
（
表
彰
旗
）

 

一
団

　
西
脇
市
消
防
団

・
優
良
消
防
団
（
竿
頭
綬
）

 

三
団

神
戸
市
水
上
消
防
団

猪
名
川
町
消
防
団

相
生
市
消
防
団

・
功
績
章
 

三
九
名

・
精
績
章
 

九
六
名

・
勤
続
章
 

三
六
八
名

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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こ
の
よ
う
に
「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
、
日
々
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
団
員
自
身
の
高
齢
化
や
、
若

手
団
員
の
な
り
手
不
足
等
に
よ
り
、

一
人
一
人
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
佐
用
町
消
防
団
で
は
、
昨

年
度
に
消
防
団
活
動
に
関
す
る
全

団
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
部
幹
部
と

分
団
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
し
、
そ
の
意
見
を
下
に
、
消
防

団
活
動
に
お
け
る
過
度
な
負
担
の

見
直
し
と
共
に
、
「
真
に
や
り
が

い
が
あ
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
持

佐
用
町
は
、
兵
庫
県
の
北
西
部

に
位
置
し
、
北
部
は
日
名
倉
山
を

は
じ
め
、
郷
鴨
山
、
高
鉢
山
、
壇

の
平
な
ど
六
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上

の
山
々
が
そ
び
え
、
中
部
に
は
河

川
の
流
域
に
沿
っ
て
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
が
あ
り
、
集
落
や
農
地
な

ど
が
分
布
す
る
、
人
口
約
一
万
五

千
人
の
町
で
す
。

わ
が
町
は
、
平
成
一
七
年
一
〇

月
に
佐
用
郡
四
町
が
合
併
し
ま
し

た
。
消
防
団
も
四
つ
の
消
防
団
が

合
併
し
、
佐
用
町
消
防
団
と
し
て

組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
各
地
域
四
二
分
団
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
団
長
以
下
約

七
五
〇
人
の
団
員
が
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

わ
が
町
が
突
如
襲
わ
れ
た
平
成

二
一
年
八
月
九
日
の
台
風
第
九
号

災
害
か
ら
一
三
年
が
経
過
し
、
多

く
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で

復
興
が
順
調
に
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

佐
用
町
で
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、

自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守

る
「
自
助
」
と
地
域
の
力
で
地
域

を
守
る
「
共
助
」
を
指
針
と
し
、

各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
学
校
、

消
防
団
な
ど
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
佐
用
町
消
防
団
に
お
い

て
は
こ
の
よ
う
な
地
域
の
防
災
訓

練
の
他
、
年
度
初
め
に
は
消
防
出

初
式
、
年
末
に
は
年
末
特
別
警
戒
、

春
・
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
に

お
い
て
は
、
各
地
域
で
の
中
継
訓

練
や
防
火
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る

な
ど
、
消
防
団
員
の
士
気
向
上
や

地
域
の
防
災
意
識
の
向
上
の
た
め

に
日
々
訓
練
等
に
励
ん
で
い
ま
す
。

す
。

【
三
田
市
消
防
大
会
】

防
火
・
防
災
啓
発
と
消
防
団
の

士
気
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
、
桜
の
咲
く
四
月
第

一
日
曜
日
に
三
田
市
消
防
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
で
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
四
年
ぶ

り
に
「
は
し
ご
演
技
」
を
実
施
す

る
な
ど
少

し
ず
つ
コ

ロ
ナ
前
の

華
や
か
さ

を
取
り
戻

し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

【
新
入
団
員・幹
部
団
員
研
修
】

毎
年
、
新
入
団
員
に
対
し
訓
練

礼
式
、
ホ
ー
ス
の
延
長
要
領
、

ロ
ー
プ
結
索
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
間
に
、
幹
部
研
修
と
し
て
各
分

団
の
幹
部
が
一
堂
に
会
し
、
勉
強

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

中
田
団
長
自
ら
が
講
師
と
な
り
、

可
搬
ポ
ン
プ
の
構
造
や
機
構
、
使

用
に
つ
い

て
講
義
し
、

受
講
し
て

い
る
団
幹

部
は
メ
モ

を
取
り
な

が
ら
、
熱

心
に
耳
を

傾
け
て
い

ま
し
た
。

三
田
市
は
兵
庫
県
の
南
東
部
に

位
置
し
、
北
西
か
ら
南
東
に
か
け

て
武
庫
川
が
流
れ
、
青
野
ダ
ム
や

大
川
瀬
ダ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
貯
水
池
が
あ
り
、

豊
か
な
水
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
明
治
時
代
に
さ
か

の
ぼ
り
、
消
防
組
と
し
て
そ
の
組

頭
は
町
村
長
が
兼
任
し
て
お
り
、

昭
和
一
四
年
四
月
に
消
防
組
は
警

防
団
に
改
称
さ
れ
、
そ
の
後
、
周

辺
町
村
と
の
合
併
等
に
よ
る
市
勢

の
変
遷
を
経
て
、
現
在
の
七
分
団

の
消
防
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

【
消
防
団
の
活
動
】

消
防
団
員
は
、
「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に

基
づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
活
躍
す
る
崇
高
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
た
団
体
で

す
。
火
災
発
生
時
に
い
ち
早
く
現

場
へ
駆
け
つ
け
消
火
活
動
を
行
う

ば
か
り
で
な
く
、
地
震
や
風
水
害

な
ど
大
規
模
災
害
や
林
野
火
災
時

に
は
多
数
の
団
員
を
動
員
し
、
災

害
防
ぎ
ょ
活
動
を
行
う
な
ど
地
域

に
お
け
る
消
防
防
災
の
中
核
的
存

在
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
お

い
て
も
、
訓
練
の
ほ
か
、
応
急
手

当
の
普
及
指
導
、
警
戒
、
広
報
活

動
な
ど
に
従
事
し
、
消
防
・
防
災

力
の
向
上
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
貢
献
し
、
市
民
に
密

着
し
た
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
団
員
が

一
致
団
結
し
活
動
を
続
け
て
い
ま

P
i
c
k
 
U
p
!

『
真
に
や
り
が
い
が
あ
り
、地
域
に
貢
献
す
る

　
　
　
　
　
持
続
可
能
な
消
防
団
活
動
を
目
指
し
て
』

佐
用
町
消
防
団

『
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

 

消
防
団
を
目
指
し
て
』

三
田
市
消
防
団消防大会

【
消
防
訓
練
】

全
国
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
消

防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
訓
練
で
は
、
市
内
に
あ
る
施
設

で
、
実
災
害
を
想
定
し
て
取
水
か

ら
中
継
、
放
水
に
至
る
ま
で
、
常

備
消
防
と
連
携
を
取
り
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
操
法
大
会
】

毎
年
、
各
分
団
（
七
分
団
）
か

ら
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
七
チ
ー

ム
に
よ
る
市
内
操
法
大
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
約
半
年
間
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
練
習
し
、
消
防
団
活

動
に
は
欠
か
せ
な
い
礼
式
や
ポ
ン

プ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
学
び
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

【
三
田
市
消
防
団

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
】

平
成
三
一
年
一
月
一
日
に
消
防

団
の
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
大

綱
を
示
し
た
基
本
構
想
と
「
ひ
と

の
活
性
化
」
・
「
も
の
の
活
性

化
」
・
「
組
織
の
活
性
化
」
と
い

う
観
点
か
ら
長
期
的
目
標
と
し
て

推
進
す
る
基
本
計
画
を
示
し
た

「
三
田
市
消
防
団
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
令
和
四

年
に
は
そ
の
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
、
消
防
団
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

続
可
能
な
消
防
団
活
動
」
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し

た
。今

後
も
地
域
消
防
力
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
組
織
・
機
能
の
充

実
化
を
図
る
と
共
に
、
未
来
の
消

防
団
の
担
い
手
、
未
来
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
標
に
体
験

学
習
や
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行

い
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
持
続
可

能
な
消
防
団
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
消
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

新入団員・幹部団員研修

活性化ビジョン表紙

は
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
入
団
直

後
不
安
は
す
ぐ
に
か
き
消
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
で
神
戸
に
出
て
き
た
私
を
い
つ
も
気

に
か
け
て
く
だ
さ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
や
地
域
に
根
差
し
た
訓
練
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
さ
れ
る
真
剣
な
姿
に
感
銘
を
受

け
、
私
は
消
防
団
を
大
好
き
に
な
り
ま
し

た
。私

は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
あ
と
に
産
ま

れ
た
た
め
当
時
の
こ
と
は
話
で
聞
い
た
り

映
像
で
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
消

防
団
活
動
を
通
じ
て
神
戸
の
街
を
守
る
こ

と
に
対
す
る
使
命
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
に
密
着
し
た
訓
練
や
消
防
署
員
の

方
々
と
の
訓
練
で
火
災
に
対
し
て
の
備
え

だ
け
で
な
く
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
対
し

て
の
備
え
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

自
分
自
身
、
今
以
上
に
意
欲
的
に
活
動

に
参
加
し
て
消
防
団
員
と
し
て
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
、
大
好
き
な
消
防
団
の
一
員

と
し
て
第
二
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
こ
の
街

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

～第二のふるさと～

神戸市中央消防団
団員

竹岡　世城

われら若手消防団員

私
が
神
戸
市
中
央
消
防
団
第
三
分
団

に
入
団
し
た
の
は
令
和
二
年
七
月
で
、

現
在
三
年
目
と
な
り
ま
す
。

私
は
豊
岡
市
出
身
で
高
校
卒
業
と
同

時
に
神
戸
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

入
団
の
き
っ
か
け
は
会
社
の
方
々
に

誘
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
地
元
の
消
防
団
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
地
域
の
方
々
の

影
響
も
あ
り
、
消
防
団
の
こ
と
を
身
近

に
感
じ
て
い
て
、
消
防
団
の
活
動
に
つ

い
て
は
知
っ
て
い
た
の
で
つ
い
に
自
分

が
あ
の
消
防
団
員
に
な
れ
る
の
か
と
意

気
込
ん
で
入
団
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
都
会
に
当
時
一
八
歳
の
私

火災予防運動期間における中継訓練の様子

消防団による水防講習会の様子

たけおか せいき
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がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

編
集
後
記

今
年
は
こ
れ
ま
で
に
な

い
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。

今
月
号
で
は
、
二
面
に
、

令
和
四
年
度
第
七
五
回
日

本
消
防
協
会
定
例
表
彰
式

の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ま
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
紙
面
作
成
に
あ

た
り
各
地
区
か
ら
多
数
の

寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
兵
庫
消

防
」
の
編
集
は
松
浦
が
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
「
兵
庫
消
防
」
が

消
防
団
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
ご
愛
読

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

で
あ
る
畳
店
に
就
職
し
、
そ
の
後
、

独
立
。
現
在
は
小
西
製
畳
を
営
ま

れ
る
畳
職
人
で
す
。
「
職
人
は
一

生
勉
強
」
と
技
術
を
磨
く
こ
と
に

日
々
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
団

は
、
平
成
三
年
四
月
。
爾
来
、

数
々
の
火
災
、
水
害
へ
と
出
動
さ

れ
ま
し
た
。
職
人
気
質
で
曲
が
っ

た
こ
と
が
大
嫌
い
な
性
格
で
誰
で

あ
ろ
う
と
ズ
バ
ズ
バ
と
指
摘
さ
れ
、

皆
の
信
頼
も
厚
く
、
令
和
五
年
四

月
に
網
干
消
防
団
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
柄
で
す

が
、
お
孫
さ
ん
に
は
滅
法
弱
く
メ

ロ
メ
ロ
で
す
。
昨
年
の
七
五
三
に

は
お
店
を
閉
め
て
ま
で
つ
い
て
行

か
れ
る
可
愛
が
り
よ
う
。
地
元
愛

に
燃
え
る
団
長
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
益
々
地
域
住
民
、
消
防
団
の
た

め
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
新
時
代
の
改
革
者

　
〜
乗
る
し
か
な
い

で
し
ょ
う
！
こ
の

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
に
！！
〜
」

姫
路
市
飾
磨
消
防
団
は
、
姫
路

市
南
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

西
は
広
畑
区
か
ら
東
は
大
塩
町
ま

で
の
東
西
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

海
岸
線
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
当

該
地
域
に
は
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
等
特
別
防
災
区
域
を
包
含
す
る

工
業
地
帯
が
広
が
っ
て
お
り
、
姫

路
市
の
産
業
の
中
心
地
と
な
っ
て

「
職
人
気
質
の団

長
さ
ん
」

姫
路
市
網
干
消
防
団
は
、
姫
路

市
南
西
部
に
位
置
す
る
網
干
地
域

を
管
轄
し
て
い
ま
す
。
網
干
の
名

の
由
来
は
、
魚
吹
八
幡
神
社
宮
内

の
「
網
干
町
史
」
に
よ
り
ま
す
と
、

養
老
四
年
（
七
二
〇
年
）
放
生
会

の
式
日
、
殺
生
を
禁
じ
、
氏
子
の

漁
師
は
網
を
干
し
て
社
参
し
た
の

で
網
干
祭
と
い
い
、
近
郷
を
網
干

と
称
し
た
こ
と
に
よ
る
と
あ
り
ま

す
。
魚
吹
八
幡
神
社
の
秋
季
例
祭

は
提
灯
祭
り
と
呼
ば
れ
、
屋
台
一

八
台
、
檀
尻
（
だ
ん
じ
り
）
四
台
、

獅
子
檀
尻
一
台
が
参
加
し
、
播
州

地
区
で
は
最
大
の
氏
子
数
を
抱
え
、

播
州
の
秋
祭
り
の
中
で
も
代
表
的

な
も
の
の
一
つ
で
、
二
〇
〇
七
年

に
兵
庫
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

ダ
イ
セ
ル
異
人
館
や
旧
網
干
銀
行

港
倶
楽
部
な
ど
歴
史
的
建
築
物
が

あ
り
、
伝
統
文
化
と
日
常
が
融
合

し
た
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

網
干
消
防
団
は
、
勝
原
、
旭
陽
、

網
干
、
余
部
、
大
津
、
大
津
茂
の

六
分
団
か
ら
な
り
、
団
員
二
五
五

人
の
姫
路
市
で
は
比
較
的
小
さ
な

消
防
団
で
す
が
、
ど
の
消
防
団
よ

り
纏
ま
り
と
機
動
力
が
あ
り
、
消

防
操
法
大
会
で
は
常
に
高
い
レ
ベ

ル
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

や
る
気
で
満
ち
た
消
防
団
を
け

ん
引
す
る
団
長
は
、
地
元
の
産
業

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

姫
路
市
網
干
消
防
団
長　
　
　
　

小
西　

泰
博

い
ま
す
。
ま
た
、
「
灘
の
け
ん
か

祭
り
」
を
代
表
と
す
る
秋
祭
り
が

盛
ん
で
、
歴
史
と
産
業
が
融
合
す

る
色
彩
豊
か
な
地
域
で
も
あ
り
ま

す
。北

村
団
長
は
、
昭
和
六
十
一
年

に
入
団
さ
れ
、
以
降
三
十
六
年
間
、

山
火
事
で
の
長
時
間
に
わ
た
る
消

火
活
動
や
水
難
事
故
の
捜
索
活
動
、

果
て
は
着
ぐ
る
み
の
操
演
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
消
防
団
活
動
に
尽
力

さ
れ
、
本
年
四
月
に
第
十
代
飾
磨

消
防
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
間
も
な
い
北
村
団
長
で
す
が
、

早
く
も
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
、
古

い
慣
習
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

効
率
的
な
団
運
営
を
目
指
し
、
団

員
の
た
め
に
様
々
な
改
革
を
実
行

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
経
営
手

腕
は
、
新
一
万
円
札
で
話
題
の

「
渋
沢
栄
一
」
を
彷
彿
と
さ
せ
ま

す
。そ

ん
な
北
村
団
長
で
す
が
、
強

権
的
に
仕
事
を
推
し
進
め
る
よ
う

な
と
こ
ろ
は
一
切
な
く
、
周
り
の

意
見
に
耳
を
傾
け
、
と
き
に
は
副

団
長
や
分
団
長
に
い
じ
ら
れ
な
が

ら
、
筋
を
通
す
と
こ
ろ
は
通
す
と

い
っ
た
、
ま
さ
に
理
想
的
な
リ
ー

ダ
ー
像
を
体
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
の
時
代
に
入
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
が
変
化
し
て
い
く
中

で
、
消
防
団
に
も
変
革
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
北
村
団
長
の
座
右

の
銘
、
京
都
大
徳
寺
大
仙
院
の
尾

関
宗
園
の
言
葉
「
今
こ
そ
出
発

点
」
。
過
去
の
経
験
や
成
果
に
と

ら
わ
れ
ず
、
常
に
新
た
な
出
発
点

を
見
つ
け
、
挑
戦
と
成
長
を
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
表

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
こ
こ
が
、

飾
磨
消
防
団
の
新
時
代
の
出
発
点
。

乗
る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
！
こ
の

ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
に
！！

私
た
ち
淡
路
市
消
防
団
女
性
隊
の

活
動
拠
点
と
な
る
淡
路
市
は
、
淡
路

島
の
北
中
部
に
位
置
し
、
播
磨
灘
を

臨
む
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か

で
風
光
明
媚
な
美
し
い
ま
ち
で
す
。

最
近
で
は
、
西
海
岸
の
整
備
に
よ

り
、
新
し
い
観
光
施
設
や
お
洒
落
な

お
店
が
た
く
さ
ん
建
ち
並
び
、
休
日

に
は
京
阪
神
を
は
じ
め
各
地
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
島
を
訪
れ
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
四
月
か
ら
淡
路
市
消
防

団
女
性
隊
第
五
代
目
隊
長
と
し
て
就

任
し
ま
し
た
。

女
性
隊
は
、
平
成
二
七
年
に
結
成
、

当
時
二
六
名
だ
っ
た
隊
員
も
今
で
は

四
三
名
が
在
籍
、
こ
の
団
員
数
の
充

実
が
評
価
さ
れ
、
団
に
対
し
総
務
大

臣
か
ら
の
感
謝
状
も
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
女
性
隊
の
愛
称
と
し
て
、

淡
路
市
津
名
地
域
に
伝
わ
る
静
御
前

伝
説
と
女
性
ら
し
い
語
感
、
火
を

「
鎮
め
る
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
名
付

け
ら
れ
た
愛
称
「
し
ず
か
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ
」
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
活
動
は
制
限
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

と
、
前
隊
長
の
発
案
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

　

防
災
体
操
「
ぼ
う
さ
い
忍
者
」
の

制
作
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

ユ
ー
モ
ア
と
笑
い
を
絶
や
さ
ず
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
）

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
女

性
隊
員
は
、
男
性
団
員
の
よ
う
に
火

災
現
場
で
活
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
民
に
一
番
近
い
距
離
で
、

救
急
法
の
習
得
を
は
じ
め
、
火
災
予

防
活
動
な
ど
、
ま
ち
の
防
災
訓
練
、

初
出
式
に
も
参
加
し
、
幅
広
く
防
災

の
啓
発
に
努
め
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
大

規
模
災
害
発
生
時
に
女
性
隊
が
果
た

す
役
割
を
隊
員
相
互
で
し
っ
か
り
認

識
し
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
』

淡
路
市
消
防
団　

上
林　

ち
か
子

住宅防火啓発の様子

幹部・新入団員
合同訓練の様子

　

姫
路
市
飾
磨
消
防
団　
　
　
　

北
村　

宗
弘
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